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6. 3 同期のずれが音声認識に及ぼす影響

音声と発話顔アニメーションとの同期がずれたときに，人間の音声認識におよぼす影響について検

証した

6. 3. 1 実験方法

前節の結果から，被験者が「非常に良い，普通，非常に悪い」と回答している 5つの同期タイミン

グ(-462,-297, +66, +396, +495msec)について， 4章と同様の実験を実施した．但し，雑音レベルは読唇

による効果が生かされ，かつ音声を聞き取れる雑音レベルである ー20dBに限定して実験を行った．図

19 ~ 21に示す．

評価実験

• 研価対象をクリックすると．雑・自環培下において，男性が

「番号は J 

と発話します．

• 祖示されている映像の中に1ま．音田と口の墾きがずれている
ものや正しく同期しているものもありよす，

菖音声の発歴内容である 4桁の芯字を当ててください．

• 回笞ぱ仝てテキストファイルに記入してください

図 19 評価実験の実験内容説明
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・ 炉i曲実験を行う際こは，以下に注意してください

鑢各評＇酉対象は 1回づつ視聴してくはさい

轡実験の院には必ずヘッドポンを使用してください

• 音墨iよ変更Lないでください

霧評価対象！ぷ仝部で3田回あし）ます

図20 評価実験を行う上での注意事項
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